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１　陰謀論とスピリチュアリティ文化の融合

　2011年，シャーロット・ウォードとデビッド・
ヴォアスは，Journal of Contemporary Religion誌に
発表した論文のなかで陰謀論（conspiracy）とニュ
ーエイジのスピリチュアリティの融合を表現する
ために，「conspirituality」（以下，陰謀論的スピリ
チュアリティ）という概念を初めて用いた（Ward 
and Voas 2011）。ウォードらはこれを「政治的な
幻滅と代替的な世界観の流行に後押しされた特定
のイデオロギーを表明する，ウェブ上で急速に増
大しつつある運動」と定義している。1990年代
後半以降に発達したこの運動のなかには，国際的
な著名人，ベストセラー作品，ラジオやテレビ番
組の一部も含まれる。その担い手たちは，１）秘
密集団が政治と社会の秩序を密かに支配してい
る，あるいは支配しようとしている，２）人類は
意識の「パラダイムシフト」を経験している，と
いう２つの信念を核とした幅広い政治・精神哲学
を提唱する。そして全体主義的な「新しい世界秩
序」の脅威に対処するための最善の戦略は，目覚
めた「新しいパラダイム」の世界観に従って行動
することであるとしている。こうした信念が陰謀
論的スピリチュアリティの特徴となる。
　一見すると，陰謀論者とホリスティックな世界
観を掲げるスピリチュアリティ文化の担い手との
間には，大きな溝があるように思われる。前者は
男性が多く，保守的で，一般に悲観的で，時事問
題に強い関心をもつ（Uscinski 2020=2022）。後者
は女性が多く，リベラルで，楽観的であり，社会
問題よりも自己の探求や個人的な人間関係を重視
するからである（Heelas and Woodhead 2005，伊

藤 2021）。しかし両者は，政府や主要メディアな
どの権威への疑問，代替医療の重視，既存の社会
制度への不信など，いくつかの文化的，社会的特
徴において共通点をもつ。
　ヴォアスによれば，2011年に出版されたこの
論文は，「学術論文の大半の運命と同じく，ほと
んど誰にも気づかれなかったのだが，最近になっ
て主要メディアで取り上げられるようになってき
た」という。以前は一部の人たちによる狂信的信
念と捉えられていた陰謀論的スピリチュアリティ
だが，YouTubeや Twitterなどの SNSによる情報
発信によって，一般の人たちの関心を集めるよう
になったのである。その原因の１つはアメリカ政
治が二極化していること，そしてもう１つがコロ
ナ・パンデミックのグローバルな広がりや2021
年当時に進行中だったワクチン接種プログラムで
ある（Voas 2021）。
　この運動体の賛同者のなかには，水牛の角の頭
飾りをつけて2021年１月６日にアメリカ連邦議
会議事堂へ侵入した自称「シャーマン」こと，ジ
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ェイク・アンジェリの存在がある。アンジェリ
は，逮捕後に彼の弁護士を通じてオーガニックな
食生活をするヨガの実践者ということが判明し，
陰謀論的スピリチュアリティの存在を一般社会に
広めることになった（Evans 2020）。
　また地域レベルでは，ヨガクラスにおいても彼
らは活動している。狭義の陰謀論的スピリチュア
リティの支持者たちは，全体主義的な「ディープ
ステート（闇の国家）」，「新しい世界秩序」の脅
威に対処するための最良の戦略は，「新しいパラ
ダイム」の世界観に従って行動することだと信じ
ている者を指す。より広い意味では，陰謀論もス
ピリチュアルな目覚めも熱心に信じているわけで
はないが，こうした考えの一部には耳を傾けてい
る人たちが対象となる。この運動への共鳴者は，
ヨガ，気功，アーユルヴェーダ，マクロビオティ
ックなど心身のホリスティックな健康を重視する
ウェルネス・コミュニティに属する人たちを中心
に相当数にのぼると考えられる。
　本稿では，おもに欧米諸国を念頭におき，2020
年初頭からの約２年間にわたるコロナ・パンデミ
ックのなかで顕著となった陰謀論とスピリチュア
リティ文化の結びつきの実態を究明する。それを
通じて，ホリスティックな世界観を掲げ，自己の
聖性や個人的探求を重視する現代スピリチュアリ
ティ文化は，ときとして主流文化から「逸脱」
し，陰謀論に陥るあやうさのあることを論じる。
また，別の角度から見れば，代替医療を含むオル
タナティブなパラダイムに立脚する現代スピリチ
ュアリティは，主流文化がはらむ問題性に異議申
し立てする役割を担うことを示したい。さらに，
コロナ・パンデミックは，現代社会に生きる人た
ちの世界観を露呈させる契機となったばかりでな
く，研究者自身が拠り所とする対象へのアプロー
チや研究視座を浮き上がらせるきっかけにもなっ
ている。陰謀論を社会からの逸脱と捉えず，現代
社会において生起する複数の物語（ナラティブ）
として扱う文化社会学的アプローチにも着目しつ
つ，本稿を論じていくことにする。なお，本稿で
は多様な陰謀論的言説を価値中立的に捉えるた
め，タイトルは（陰謀論的）と括弧に入れてい

る。しかし，本論文では本来すべてを（陰謀論）
あるいは「陰謀論」と表記すべきところ，煩雑さ
を避けるため括弧をつけていないことをあらかじ
め断っておく。

２　コロナ禍での陰謀論的世界観の構築

１）Ｑアノンの誕生と発展

　2021年１月６日，アメリカ連邦議会議事堂へ
のトランプ支持者による侵入事件が勃発した。侵
入者のなかにＱアノンの支持者が多く含まれてい
たことがメディアの報道で明らかとなる。Ｑアノ
ンとは，2017年10月に４chan（日本の２ちゃん
ねるに相当，後に８chan，８kunへ移行）に，Ｑ

と名乗る匿名ユーザーによる書き込みが開始され
たことに端を発するメディア上を中心とした運動
である。Ｑによる投稿は，Ｑドロップス，または
パンくずと呼ばれ，4000通を超える。Facebook
には数千のＱアノン系のグループが存在する。Ｑ

アノンをはじめとする陰謀論的スピリチュアリテ
ィは，指導者が拡散し，関心領域が常に変化する
ウェブ上の運動のため，その正確な影響力を推し
量ることは難しい。しかし，何百万人もの人びと
が彼らのメッセージに触れ，そのうちの相当数が
その信条を支持していると考えられる。
　Ｑアノンによれば，現代世界はディープステー
トにより支配されている。ディープステートに
は，民主党トップクラスの人たち，ハリウッドの
セレブ，グローバルビジネス界のエリートたちが
多数含まれる。最近では世界経済フォーラム主催
のクラウス・シュワブ，ビル＆メリンダ・ゲイツ
財団主催のビル・ゲイツ，アメリカ国立アレルギ
ー・感染症研究所所長のアントニー・ファウチな
どが，そのメンバーに含まれると考えられてい
る。彼らは，悪魔崇拝しているエリートたちで，
小児性愛，児童人身売買をする秘密結社を構成す
る。その悪と戦うのがトランプ前大統領である。
トランプは，悪の秘密をすべて暴き，敵を倒す
「嵐（storm）」をもたらす存在である。それは
2020年11月の大統領選で勝利する日に達成する
と信じられていた。結果的には，民主党や大手メ
ディアが結託した不正選挙によりそれは実現しな
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かったと理解されている（Hoback 2021，佐藤 
2021，井上・渡辺 2021）。
　コロナ・パンデミックのなかで，Ｑアノンは急
激に勢力を拡大し，狂信的なネット上の集団から
主流のムーブメントとなる。その象徴的出来事が
冒頭で紹介したアメリカ連邦議会議事堂侵入事件
である。コロナ禍において，多くの国ではロック
ダウンとなり，オンラインですごす時間が増え
る。今後の見通しについての不安が増大するな
か，ネット上で陰謀論が爆発的に広まる。コロナ
とコロナ・ワクチンへのＱアノンの主張は，「ワ
クチンは危険」，「パンデミックには計画されたシ
ナリオがある」，また「世界保健機関や主要メデ
ィアは信用できない」などといったものである。
　Ｑアノンは個人的な自由の利かないコロナ禍に
おいて，「大いなる目覚め（the great awakening）」
「WWG 1 WGA （Where we go one, we go all），同じ
目的地に一緒に行こう」「自分で調べなさい（Do 
your research）」といったスローガンを掲げ，コロ
ナ・パンデミックを生み出したディープステート
の陰謀を暴き，真実をつきとめるという（自己決
定権を信奉者自身に付与する）エンパワーメント
の物語を提供する。
　2020年７，８月頃になると，Facebook，Twitterは
Ｑアノン関連の偽情報を削除しはじめる。そして
2021年１月，ジョー・バイデンが大統領に就任
する。Ｑアノンが主張していた「嵐」は起こらな
かったため，信者の多くは離反した。しかし，別
の嵐を信じる人たちの活動は続いている。

２）パステルＱアノンの展開

　コロナ・パンデミックの広がりを受けて，2020
年以降になると，Ｑアノンの活動はアメリカ以外
の国にも広がる。たとえば，イギリス，ドイツ，
フランス，カナダ，オーストラリアなどの反ワク
チンデモにおいて，Ｑアノンの看板を振る人びと
の存在が確認されるようになる。また，男性中心
であった支持層は，女性中心のウェルネス・コミ
ュニティへと拡大する。
　2020年以降，多くのヨガや瞑想の指導者たち，
より広くはニューエイジ（ホリスティックヘルス
ほか）のインフルエンサーたちはＱアノンのメッ
セージや物語を共有するようになる。こうした人
びとは，パンデミックはデマであり，政府は人び
とを操っていると示唆し，Ｑアノン関係者を自ら
の（音声・動画などのデータをネット上で公開す
る）ポッドキャスト，YouTubeチャンネルに招き，
メッセージを拡散する。彼らは操り人形を操る存
在に対抗することを「スピリチュアルな戦い」と
標榜する。
　ヨガ界における活動家たちは，コロナ・パンデ
ミックをめぐるインスタグラムの投稿のデザイン
を工夫し，パステルカラーの色合いを使用し，ス
ピリチュアルな啓発メッセージ，美しい夕日，ヨ
ガのポーズなどと一緒に陰謀論的メッセージを載
せる傾向にある。そのため，カナダ・コンコルデ
ィア大学の研究者マルク =アンドレ・アルヘン
ティーノは，反ワクチンに関する一連の活動を
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「パステルＱアノン」と名づけた。これは，ヨガ
や健康関連グループのみでなく，子育てサークル
にも入り込んでいる（McGowan 2021, Meyer 
2021）。
　Ｑアノンはヨガ界に浸透すると同時に，2020年
７月には，正当な人身売買防止チャリティのため
の募金活動としてはじまった「save the children」
運動を乗っ取る。このハッシュタグを広く使い，
民主党やハリウッドの著名人たちが主導する世界
的な小児性愛，児童人身売買についての虚偽，ま
たは誇張を拡散させていったのである。
　ウェルネス・コミュニティに陰謀論を広げた主
要な人物を紹介しよう。たとえば，クンダリニー・
ヨガの著名な教師であるグル・ジャガットは，Ｑ

アノンの陰謀論者ケリー・キャシディを YouTube
でインタビューし，また自身のインスタグラムに
おいて，「事実が事実でない，真実が真実でない時
代，あなたがあなた自身の真実の道を歩むことが
できますように」と投稿している（Guerin 2021）。
新聞・テレビなどのマスコミにおいて真実が伝え
られることはなく，自らで調べて真実の道を進む
ことの必要性を説く，パステルＱアノンのメッセ
ージをここに見出すことができる。
　SNSの情報にふれることで陰謀論的世界観が
形成される事例も確認しよう。あるヨガの実践者
は，SNSで調べるうちに，「何もかもが見かけ通
りではなく，社会を支配するために慎重に組み立
てられた物語なのだと確信するようになった」と
報告している。
　　私が学んでいることのすべてと，私がこれま
で恐れていたことのすべてがつながりまし
た。少なくとも，私が読んだことのある部分
は真実であると確信したのです。この前代未
聞の大混乱の時代に，私は自分の考えを広げ
て，まったく別の説を考えてみようと思った
のです。もし，何もかもが見かけ通りでなか
ったとしたら？　それは衝撃的で，恐ろし
く，また，奇妙な心地よさでした。私が知っ
ていると感じていたことは真実であり，他の
人たちも同じことを知っていたのです。私が
見た「真実」は腹立たしく，他の人が「目覚

める」のを助けなければならないと感じまし
た。（Wiseman 2021）

「何もかもが見かけ通りでなかったとしたら」と
いう問いかけとそれに対する恐ろしさと同時に心
地よさを感じていること，また自らの目覚めとと
もにほかの人たちを救済しようとする姿勢は，ウ
ェルネス・コミュニティにおいて陰謀論的スピリ
チュアリティが確立されている状況を如実に示し
ている。
３）ヨガ業界に根づくワクチン接種への反発

　2021年５月，デジタルヘイト対策センター
（Center for Countering Digital Hate, CCDH）におい
て，Facebookと Twitter上の反ワクチンコンテン
ツの65％近くは12のインフルエンサーにより担
われているとの報告があった。反ワクチンを先導
する人たちの多くはウェルネス・コミュニティに
関わる代替医療の起業家であり，毎日数百万人の
ユーザーにメッセージを発信している（Guardian 
2021）。その具体例として，つぎの人物を挙げる
ことができる。
・ジョセフ・マーコラ　アメリカ・ウェルネス産
業の起業家。コロナに関する偽情報をオンライ
ン上でもっとも広めた人物と呼ばれている。
・ロバート・ケネディJr　元司法長官ロバート・
ケネディの息子。弁護士でアメリカの環境活動
家。反ワクチン運動を主導。
・クリスティアン・ノースラップ博士　ウェルネ
スの専門家，Facebookのフォロワーは56万人。
ドキュメンタリー『プランデミック』を紹介し，
人気を集めるのに貢献。
・ケリー・ブロガン　ハリウッド女優グウィネ
ス・パルトローが手がける美と健康に関するホ
ームページ『Goop』への寄稿者。

　これらの人物をはじめとする一部のインフルエ
ンサーによる情報発信に基づき，一般の人たちの
コロナ・パンデミックの計画性や反ワクチン感情
が醸成されている。実際，アメリカ国民のかなり
の層は，パンデミックが人為的なものだと考えて
おり，Pewリサーチセンターによれば，25％は
「コロナウイルスの発生は権力者によって意図的
に計画された」と間違いなく，またはおそらく真
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実だと答えている。この数字は共和党／共和党寄
りの人では34％，高卒以下の人では48％に増加
する（Schaeffer 2020）。世界的に見ると，信じる
レベルはブルガリアとエクアドルでもっとも高く
（50％以上），ドイツ，イギリス，日本，ボスニア
で最も低いが，それでも15％より大きい（Economist 
2020）。
　コロナウイルスやワクチンに対する明らかな陰
謀論的解釈をする者以外でも，ヨガ界においては
ワクチン接種への忌避の感情はきわめて大きい。
　たとえば，2021年７月14日，ヨガ業界でもっ
とも多くの読者をもつ英文誌『Yoga Journal』に，
デンバー在住のコラムニスト，ウルフ・テリーに
よるエッセイ「Getting Vaxxed Was My Act of 
Ahimsa（ワクチン接種は非暴力の行い）」が掲載
された。「アヒンサー（Ahimsa）」とは，古典ヨ
ガや仏教の経典にも登場するサンスクリット語で
あり，「不殺生」「非暴力」などを意味する。現代
ヨガにおいては，「他者も自分自身も傷つけない
こと」を含め，食生活，動物の扱い，正義のため
の戦争や平和主義，紛争解決への姿勢などをめぐ
る複雑な議論に影響を及ぼしてきた概念となって
いる。
　テリーはコロナ・パンデミックの時代に「アヒ
ンサー」について熟考した結果，ワクチン接種を
公衆衛生の美徳，そして共感的な義務として捉え
る視点を提唱した。「アヒンサー」の直接的意味
は殺さないことだが，彼女はワクチン介入の医学
的・社会的利点を詳述した後，「その広く，より
肯定的な意味は単純だ。愛することだ」と記して
いる。実際，彼女のエッセイには，「COVID-19
から自分を守ることは，私のコミュニティの人び
とへの愛を示す方法だった」という副題がついて
いる。
　これに対する読者の反応はきわめて否定的であ
った。『Yoga Journal』が100万人のインスタグラ
ムのフォロワーに向けて記事を投稿してから３時
間以内に，この投稿には1000件以上のコメント
が集まった。24時間後には，同誌のインスタグ
ラムのスレッドは3500件近いコメントに膨れ上
がる。それらのコメントのほとんどは記事への批

判的内容であった。『Yoga Journal』誌での220万
人の Facebookフォロワーのコメントも同様であ
る（Remski 2021）。
　コメントの典型例はつぎのような内容であっ
た。
　・ 恥を知れ！　ヨガ実践者として，また長年ヨ
ガスタジオを経営している者として，これは
アヒンサーでは絶対ない！　これ以上言うこ
とは何もない……絶対に同意などできない！

　・ 『ヨガ・ジャーナル』からこんな記事が出る
とは，とても残念だ。ヨガ実践者として，自
分の体を大切にしたいと思うべきではないの
か？　よく知られた毒を自分の体に注射する
ことが，自分や他人に対する「非暴力」を示
すとでもいうのだろうか。まったくのナンセ
ンスだ。

　文化史家で，陰謀論とニューエイジの関係を探
るポッドキャスト「コンスピリチュアリティ」の
共同運営者であるマシュー・レムスキーは，この
ようなワクチン接種に対する強い反発の理由をつ
ぎのように分析している。
　　［コロナ・パンデミックがはじまってからの］
過去14ヶ月間，あるいはそれ以前の100年間，
ヨガとウェルネスの空間を注意深く観察して
きた人なら，テリーのエッセイに対する読者
の反応に驚くことはないだろう。1920年代の
インドのヨガ伝道師による似非医学的な姿勢
から，英語圏でもっとも売れたヨガマニュア
ル，B. K. S. アイアンガー著『Light on Yoga』
［1966年出版］のほとんどすべてのページま
で，科学的根拠のない，壮大な医学的主張が
なされているからである。（Remski 2021）

　イギリス最大のヨガの会員組織である British 
Wheel of Yogaは，BBCへの声明のなかで，同グ
ループは，反ワクチンや反マスクの内容の促進を
支持しないと述べ，コミュニティに陰謀論があふ
れていることを否定した（Cheeham 2021）。また，
世界的に著名なヨガ指導者であるショーン・コー
ンをはじめとするウェルネス・コミュニティのメ
ンバーは，Ｑアノンの陰謀論の拡散は自分たちの
「真の価値観」を表していないと非難する共同声
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明を発表している。しかしながら，ヨガやウェル
ネス・コミュニティのなかでは，ワクチンやそれ
を推奨する西洋医学に対する根強い不信が広がっ
ているのが実情である。

３　陰謀論的スピリチュアリティがヨガ業界に

広がる理由

　２節で示したように，新型コロナが流行してい
る間，陰謀論への関心は急速に高まっている。陰
謀論はしばしば歴史的，宗教的，科学的な思想を
混ぜ合わせ，政府や研究者，主流メディアが提供
する事象やデータに関する「公式」な説明に異議
を唱えるものである。そして，歪曲に基づいた代
替的な物語を作り出し，ソーシャルメディアを通
じて広く流布させる。本節では，こうした陰謀論
の問題性を所与のものとした研究成果やメディア
の論評を中心として，陰謀論的スピリチュアリテ
ィ急増の要因を探っていく。
１）コロナ・パンデミックがもたらした社会状況

　心理学的見地からすれば，将来の予測がつか
ず，現状の理解がむずかしく社会不安が広がった
ときに，陰謀論はその不安を埋める役割を果たす
べく増大する。パンデミック時に行われた調査で
は，感染症に関連した不安や抑うつと，陰謀論を
信じる可能性の増加との間に関連性があることが
示唆されている（Wiseman 2021）。つまり，今回
のコロナ・パンデミックによるロックダウンや新
しいタイプ（mRNA）のワクチン接種の必要に迫
られるという社会不安が大きい状況においては，
人びとは陰謀論にはまりやすいのである。
　そもそも，ヨガコミュニティの人びとがＱアノ
ンに引きつけられたのは，他の誰もがそうするの
と同じ原因である。ロックダウンとパンデミック
によって，多くの人が対面状況でのサポートネッ
トワークを奪われ，Ｑアノンのオンライン・コミ
ュニティがコミュニティ感覚を提供し，かつて人
びとがもっていたオフラインのコミュニティ・ネ
ットワークに取って代わったのである（Halafoff 
et al. 2020）。また，陰謀論がヨガとウェルネスの
コミュニティに根づいたのは，ヨガ業界の経営の
悪化も関係する。アメリカでは，2020年にヨガ

スタジオの閉鎖が23％増加したという調査結果
があり，何千人ものヨガ・インストラクターの収
入が奪われている（Guerin 2021）。パンデミック
がこの業界に与えた打撃はきわめて大きかったの
である。
　同時に，ヨガ界の一部の人びとにとっては，陰
謀論への加担が直接的な利益に結びつく場合もあ
る。前出のデジタルヘイト対策センター（CCDH）
の調査によると，ヨガコミュニティ内のものも含
め，反ワクチンの見解をもつインフルエンサー
は，2019年以降，800万人近くのフォロワーを獲
得していることがわかった。全部で3100万人が
Facebookで反ワクチン団体をフォローし，さら
に1700万人が YouTubeで同様のアカウントを購
読している。CCDHは，この運動はソーシャル
メディア企業にとって10億ドルの広告収入に値
すると推定している（Cheeham 2021）。こうした
人たちは，コロナワクチンに対する不安を煽り，
それが認可されるまでのスピードを疑問視した
り，ワクチンを取り巻く政治や医療体制の抱える
諸問題に言及したりしつつ，自分たちのメッセー
ジを広めてきたと批判されている。
　ウェルネスやヨガのインフルエンサーたちは，
パンデミック以前からすでに販売するサービスや
商品（たとえば，カウンセリングや本，講演な
ど）をもっていた。パンデミックは，彼らがすで
にもっていたコンテンツを有効利用する機会とな
ったのである（Remski 2021）。そして，多くのヨ
ガスタジオが閉鎖され，大半のヨガインストラク
ターが収入面で苦労している状況のなかで，こう
した活動はある意味，パンデミックを乗り切る魅
力的な方法であったと言えるだろう。
２）スピリチュアリティ文化特有の思考様式

　コロナ禍において，陰謀論的スピリチュアリテ
ィが広がるのには，スピリチュアリティ文化特有
の思考様式も関連している。
　ウォードとヴォアスは，陰謀論的スピリチュア
リティの形成は，２つの段階（世代）に分かれる
と捉える。第１世代のプロバイダーは，1990年
代初期から中期にかけてオフラインで活動を開始
し，その後オンラインに移行してオフラインの活
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動と並行してウェブサイトを開発した（Robertson 
2013，吉永 2021）。ウォードらは，2002年を第
２世代の陰謀論的スピリチュアリティの始まりの
年と位置づけている。これは，9.11アメリカ同時
多発テロや政治的幻滅の高まりがこれまで以上の
需要を生んだというだけでなく，2002年には，
ウェブとそれへのアクセス，そのサブカルチャー
が十分に発達し，陰謀論的スピリチュアリティの
拡大に対応できるようになっていったからであ
る。
　陰謀論的スピリチュアリティは，単一の第１世
代のプロバイダーが散在する状態から，大規模な
チェーンへと広がっている。こうした文化潮流
は，スピリチュアル市場の一角を占めるようにな
り，その顧客は，「闇の政府」や「シフト（地球
規模での変容）」についての信念の解釈が自分の
意見や好みにもっとも合う店舗を選んでショッピ
ングをするような状況になったのである（Ward 
and Voas 2011, cf. Asprem and Dryrendal 2015）。
　陰謀論的スピリチュアリティの主要テーマの１

つとして「変容」がある。それ以外では，「目覚
め」「気づき」「新しいパラダイム」「本当の自分
が誰なのかを思い出す」「専制政治にノーを言う」
などが挙げられる。これらは，現在のコロナ・パ
ンデミックにおいてのＱアノンやパステルＱアノ
ンの活動，またその一部を支持するウェルネス・
コミュニティの人びとが重視するテーマにそのま
ま妥当するように思われる。
　ヨガの実践者は，常識に反して考えること，既
存の価値観に疑問をもつことを奨励されている場
合が少なくない。しかし，このことは，代替的パ
ラダイムや隠されたパターンへの関心と密接に関
係している。この隠されたパターンや世界につい
ての代替的な見方をするという思考様式は，Ｑア
ノンが社会への不安や不信が高まる状況において
構築されたという事実にもつながる。セルフケア
と自己発見を重視するヨガの実践者にとってのコ
ロナ禍は，自分たちの意に反するワクチン接種を
求められ，選択の自由を奪われた状態である。こ
うしたなかで，Ｑアノンのメッセージは，政府や
医療機関から見捨てられたと感じている人たちの

心に訴えかけたことと思われる。
　スピリチュアル市場では，自己が究極の権威で
あると宣言するのが一般的である。この考えは陰
謀論者と強く共鳴し，「自分で調べること」（陰謀
論を推奨する材料を使うとはいえ）を人びとに促
し，自分で判断するように仕向ける。科学的なア
プローチとは異なるが，私たちは証拠をどのよう
に評価するかについて検証する必要がある点では
類似している（Voas 2021）。
　マイケル・バーカンは，ほぼすべての陰謀論に
見られる３つの原則として，１）偶然に起こるも
のはない，２）見かけ通りのものはない，３）す
べてはつながっている，を挙げている（Berkun 
2006）。同様の原則は，現代スピリチュアリティ
文化の根幹をなすものである。言い方を換えれ
ば，「スピリチュアリティの訓練を受けている人
は，実は陰謀論的思考も同時に訓練している」こ
とになる（Remski 2021）。ヨガの実践者たちは，
陰謀論にとって重要なこれら３つの核に基づく世
界観の構築により，パブリックとプライベートそ
れぞれの生活をランダムな力に左右されにくいも
のにしていく。ここに陰謀論的スピリチュアリテ
ィの魅力の一端があると考えられる。
３）代替医療の重視によるワクチンへの懐疑

　コロナワクチンへの強い反発をきっかけに陰謀
論に傾倒するのは，現代スピリチュアリティ文化
の支持者たちが代替医療を重視していることにも
密接に関わる。
　陰謀論的スピリチュアリティは，主流の科学や
医学に対して，２つの側面からの攻撃方法を展開
している。まず，代替医療を支持するスピリチュ
アリティ文化の側面からは，西洋医学の研究者は
型にはまるように訓練されているために，新しい
視点に対して偏狭であるという考え方をもつ。陰
謀論の側面からは，医師や科学者は隠された権力
側に金で雇われた代弁者であるという考え方を強
固なものにする（Voas 2021）。西洋医学，特に大
手製薬会社の悪質なものとなると，大衆を病気に
させるよう陰謀を企んでいるとの考えが共有され
る場合もある。
　ウェルネス・コミュニティの人たちは，ワクチ
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ンを含む主流の医学に批判的なことが多く，ここ
に陰謀論への入り口を見出すことができる。一般
的な，あるいは専門家のほぼ一致した見解に反す
る意見をもつ場合，なぜ他の人が自分の意見を拒
絶するのかを説明する必要がある。一般の人たち
は間違った情報をもっているかもしれないが，権
力者は真実を知ることができるはずである。エリ
ートによる秘密結社が自分たちの利権を守るため
に，その真実を隠しているに違いない，とするの
が陰謀論の自然な帰結となる。
　以上の考察により，現代スピリチュアリティ文
化と陰謀論が重なり合う理由，とくにコロナ・パ
ンデミック，ワクチン接種という西洋医学の知見
に対して懐疑的な論調を展開する理由が明らかと
なった。自由な発想，権威や組織への不信，ユニ
ークな信念や経験，「隠れた」パターンや対応関
係を見抜く傾向，代替医療のパラダイムへの魅力
など，まさにスピリチュアリティ文化の担い手に
求められる特徴と合致する点だと言えるだろう。

４　「陰謀論」への文化社会学的アプローチ

１）社会病理としての陰謀論へのまなざし

　これまでにまとめたコロナ禍での陰謀論の広が
りについての分析のどこまでが妥当かはさてお
き，これらの議論はヨガ界の一部に浸透した反ワ
クチンの態度を逸脱的な社会病理の事例として扱
っている点では一致している。ガーディアン紙の
記事においてジャーナリストのシリン・カーラ
は，ウェルネス界の問題点をつぎのように指摘す
る。
　　50年近くも前から，ウェルネスの世界では，

健康はカシミアのセーターのように自由に着
たり脱いだりできるものだと考えられてき
た。医者は信用できず，個人は自分の 「ウェ
ルネスの旅」に責任をもたなければならな
い。そして，コロナワクチン計画がはじま
り，この反科学的な態度は，はるかに有害な
ものへと転化していった。（Kale 2021）

　ジャーナリストの評価のみでなく，陰謀論につ
いての従来の研究の大半は，それに対する病理学
的分析だと言っても過言ではないだろう（辻 

2021）。リチャード・ホフスタッターによる古典
的な陰謀論研究のタイトルは，「アメリカ政治に
おける偏執狂的スタイル」となっており，陰謀論
を偏執狂的スタイルとしたうえで，善よりも悪に
より親和性があると負の評価を明確に示している
（Hofstadter 1963）。陰謀論研究の多くは，自覚的
か無自覚的かを問わず，このアプローチを踏襲し
ているように思える。実際，今回のコロナ・パン
デミックにおける代替的な見方に対しても同様で
あり，非科学的，反ワクチンの陰謀論として一括
りにする傾向にある（Buturoiu et al. 2021, Eberl et 
al. 2021）。たとえば，マスメディアでも取り上げ
られている陰謀論研究の第一人者であるジョセ
フ・ユージンスキらは，新型コロナに関する代替
物語の意味について，「コロナウイルスの出現を
間違った出所のせいにしたり，その深刻さを疑っ
たりすることの結果は，大規模に生命を脅かす可
能性がある」とし，警告を発している（Uscinski 
and Enders 2020）。要するに，陰謀論への科学的
アプローチのほとんどは，それが危険で非合理的
であり，非科学的だと理解されているのである
（Barkun 2003, Popper 2011 [1945]）。しかしながら，
陰謀論を社会病理として扱うことにより，代替的
な世界観の構築プロセスやそれを支持する人たち
への理解が停滞してしまうという側面もある
（Harambam 2020）。
　果たして，コロナワクチンへの反発，政府や製
薬会社への懐疑的態度は，非科学的なのだろう
か。以下では，こうした陰謀論の問題性を一旦保
留した文化社会学的アプローチを検討する。
２）文化的パフォーマンスとしての陰謀論的言説

　ここでは，陰謀論への文化社会学的アプローチ
をしたベルナデット・ジャウォルスキーの議論
（Jaworsky 2021）を手がかりにこの問題を検討し
ていく。彼女の論文では，コロナ・パンデミック
の計画性やワクチンの危険性を告発したドキュメ
ンタリー『プランデミックⅠ』（2020年５月４日
公開）とその続編『プランデミックⅡ』（2020年
８月18日公開），およびその主人公である免疫学
者，ジュディ・ミコヴィッツ博士の事例を検証し
ている（Willis 2020a, 2020b）。その際，「パフォ
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ーマティブな陰謀（performative conspiracy）」と
いう概念を通じて，陰謀論への中立的な理解を試
みている。『プランデミック』というドキュメン
タリー映画は，コロナ・パンデミックという（現
在進行形の）深刻な社会的ドラマのなかでの文化
的パフォーマンスであることをジャウォルスキー
は主張する。
　まずジャウォルスキーは，対象へのアプローチ
に関して，アメリカの文化社会学者ジェフリー・
アレキサンダーらの立場を採用し，社会学者の役
割は，社会生活のあらゆる側面を貫く意味の次元
を把握し，「それらを解釈し，その力を理解し，
それらが政策，結果，意見，技術，行動，政治，
好み，消費，身振り，表現を形成する『原因』と
していかに考えられるかを知ること」であるとす
る（Alexander and Smith 2018）。すなわち，コロ
ナ・パンデミックにおける社会学者にとっての重
要な課題は，文化と意味づけのプロセスを主題と
する「意味第一（meaning first）」の認識論を取り
入れることにある（Alexander and Smith 2020）。
　ジャウォルスキーは，自らの研究が「陰謀論の
社会学」に位置づけられるとしている。しかし，
彼女は「陰謀論」という語自体が否定的な意味合
いをもつことを考慮して，陰謀をめぐる活動のプ
ロセス的・実行的な性質を強調するために，「陰
謀の理論化（conspiracy theorizing）」という語を
使用する。彼女はまた，陰謀論に携わる人びとを
規範的に捉えるのではなく，彼らの意味形成の過
程を理解しようとする。したがって，陰謀の理論
化の文化社会学的議論を展開するにあたり，ジャ
ウォルスキーはより中立的で蔑視的でない「パフ
ォーマティブな陰謀」という用語を作り出す。
　このパフォーマティブという概念もアレキサン
ダーの議論を踏襲したものである。2000年代前
半から半ばにかけて，アレキサンダーらは，「文
化的パフォーマンス」の語用論に関する一連の理
論を展開した（Alexander 2004）。簡単に言えば，
文化的パフォーマンスとは「行為者が個人的に，
あるいは協調して，自分たちの社会的状況の意味
を他者に示す社会的プロセス」である。そのパフ
ォーマンスの成功は，自らのパフォーマンスが真

実であると他者に納得させる能力にかかっている
とする立場である（Harambam 2017, Harambam 
and Aupers 2015）。
　ジャウォルスキーはまた，陰謀論が反科学的な
特徴をもつとする点に疑問を投げかける。たとえ
ば，アミット・プラサドは，反科学的な誤報や陰
謀が，さまざまな社会集団の内部で，あるいは集
団によって，どのような言説として作られ，枠に
はめられ，解釈されているかを研究者が分析しな
ければならないと論じている。彼は，「コロナウ
イルスのパンデミックは，実際，ポスト真実の時
代と呼ばれるものの新たな火種となった」と示唆
している（Prasad 2021, see also Baines et al. 2021, 
Kearney et al. 2020, 『YOGA YOMU』 2022）。
　これに対して，マイケル・リンチは少し異なる
議論を展開し，「反科学」は現在の情勢を特徴づ
けるのに最適な表現ではないかもしれないと主張
する。陰謀論として扱われる多くの言説は，科学
への反発とは程遠く，科学的権威の象徴や慣用句
を選択的に利用しているからである。おそらく問
題は，反科学そのものではなく，見解の相違を公
にする際に，過度に一般化された科学的主張にす
り替わってしまい，洗練された議論が成立してい
ないことが問題であると指摘する（Lynch 2020）。
　この後の分析で示すように，『プランデミック』
のケースは，この議論を端的に示す例であり，反
ワクチン陰謀論の拡散に用いられたとするこのド
キュメンタリーの主張は，「科学」と「真実」に
大きく依存しているのである。
３）（物語）の多様性への着目

　ジャウォルスキー論文の分析セクションでは，
コロナ・パンデミックをめぐる深刻な社会的ドラ
マのなかにある，相反する物語を詳しく記述す
る。主流派の言説を大まかにまとめると，「ウイ
ルスは実験室ではなく自然に発生した」「危険だ
からルールを守り，マスクをつけ，社会的距離を
置くべきだ」「ワクチンが開発されれば事態は収
束に向かうだろう」というものである。ヒーロー
は，私たちの利益を最優先する主要な保健機関で
ある世界保健機関（WHO）やアメリカ疾病管理
センター（CDC），そしてアンソニー・ファウチ
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博士のような医学界のリーダーであり，悪役はウ
イルス，そしておそらく自然そのものとなる。
　一方の『プランデミック』の物語は，ウイルス
が事前に計画されたシナリオの一部である可能性
が高いこと，ウイルスの蔓延を防ぐ方法について
従来の常識を疑うべきこと，ワクチン接種の広が
りは地球規模での大惨事に終わることを示唆して
いる。ヒーローはジュディ・ミコビッツ博士と
「目覚めた」科学者や医療専門家の数百人の人び
とであり，悪役は大手製薬会社，ビル・ゲイツ，
その他パンデミックから利益を得る人たちであ
る。
　いずれの物語も，科学対盲信，真実対欺瞞，証
拠対仮説など，同じ二項対立のまとまりを呼び起
こしていることが重要となる。一方の主流では，
科学，証拠，真実という聖なる三者が人類を深刻
な危機から救い出すという，終末の切迫した状況
から救済される物語に人びとは出会うことができ
る。他方，『プランデミック』が提示する代替物
語は，悲劇的なトーンで始まり，まさに科学，真
実，証拠という主流派と同じ力によって繰り広げ
られる「腐敗の疫病」を生み出し，「何百万人を
殺す」ことになる恐怖の物語へと終末論的に発展
する。この映画（社会ドラマ）を見る人は，その
悲惨な警告と予測を見誤ることなく，科学と医学
の世界，とりわけコロナ・ウイルスの大流行に関
しては，何かがひどく間違っており，私たちは本
当の事実に「目覚め」なければならないというこ
とになる。
　科学，証拠，真実という聖なる三者のみでな
く，覚醒と自由をめぐる二項対立もある。主流の
物語の場合，CDC，WHO，アンソニー・ファウ
チといった確立した科学的権威に耳を傾けること
で覚醒が訪れ，ウイルスからの解放につながると
している。逆に，『プランデミック』の物語は，
その権威に挑戦する人びと，つまり従順な人びと
（Sheeple）の目を覚まさせようとする科学的内部
告発者をヒーローにする。陰謀とその実践である
マスク着用やワクチンを拒否する自由は，「私た
ちの共和国」の憲法で保証された権利として演じ
られる（Jaworsky 2021）。

　ジャウォルスキーは論文を締め括るにあたり，
人びとは，単に「正しい」物語に「目覚めた」だ
けなのだろうかと問いかける。結局のところ，パ
フォーマティブな陰謀が奨励する証拠や事実に基
づくデータについての批判的思考や研究は，ウォ
ーターゲート事件やイラン・コントラ事件，喫煙
と肺がんの関係を隠すタバコ会社といった実際の
陰謀を暴くことにつながる部分があることを彼女
は指摘する。つまり，陰謀の理論化には，社会へ
の異議申し立ての役割も含まれていると言えるだ
ろう。
　しかしながら，ある物語が他の物語より勝って
いるかどうかについて，一般の人たちが正解をえ
ることはできない場合が大半である。現代社会に
おける物語はしばしば解決ではなく，まったく相
反する考えや感情を抱いたままで終わる可能性は
高い。ジャウォルスキーは真実の不確実性にふれ
つつ，文化社会学の意義をつぎのようにまとめ
る。
　　何が実際に「真実」なのかを決定する文脈
は，実に移り変わりやすいものである。右翼
的なイデオロギーと科学への信頼の喪失には
間違いなく相関があるが，要は反科学である
とかポピュリストであるとか，ポスト真実の
時代に生きているということではない。陰謀
の理論化についての文化社会学は，両極化し
た派閥でさえ，その意味形成の過程において
同じ聖なるコードを用いていることを明らか
にするものである。

　本節ではジャウォルスキー論文を参照しなが
ら，陰謀論的スピリチュアリティに対する文化社
会学的アプローチを検討してきた。彼女が論じる
ように，何が実際に「真実」なのかを決定する文
脈は実に移ろいやすい。主流派の提示する物語の
なかでも，「ワクチンが開発されれば事態は収束
に向かうだろう」という物語は2021年春頃には
すでに破綻している。ワクチン接種率の高い国で
も低い国でも感染者数やその増減の波に大きなち
がいはないからである。また『プランデミック』
側の主張ほどでないにせよ，ワクチン接種による
死亡や深刻な後遺症を訴える人たちも相当数いる
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からである。さらに，ワクチン未接種者の感染率
が高くなるようなデータ操作が明らかとなり，デ
ータ修正後には接種者，未接種者で感染率にちが
いがなくなるなど，非主流派のこれまでの主張は
より真実味を帯びることになっている（朝日新聞
デジタル 2022）。
　こうした現在進行形の事象を研究対象とする場
合には，文化社会学的アプローチ，すなわち，公
共圏で起こる物語の競合に焦点をおき，主流と代
替の物語の両方を何らかの形で同等に分析するこ
とが不可欠となる。そして両者の物語を生み出す
根底にある二項対立のコードを特定して，現在お
こなわれている激しい論争を照らし出すことは有
益であるだろう。文化社会学的アプローチはま
た，社会的行為者の意味形成や諸制度が展開する
文脈をよりよく理解するのに役立つと思われる。

５　「世俗の時代」における多様な世界観の競合

　本稿では，コロナ・パンデミックのなかで目立
つ存在となったウェルネス・コミュニティに広が
る陰謀論的スピリチュアリティについて究明し
た。今回のパンデミックによる社会不安が増大し
た状況において，一連の騒動はディープステート
により計画されたものであると主張する人びとの
数が増加した。ヨガ界にも浸透したパステルＱア
ノンと呼ばれる現象が生じた要因についても，ス
ピリチュアリティ文化特有の思考様式や代替医療
を重視する傾向などとの関連で考察してきた。
　本稿ではまた，陰謀論的スピリチュアリティを
逸脱的な社会病理現象として自明視せず，そうし
た信念体系を文化的パフォーマンスとして中立的
に扱い，当事者たちの意味形成に着目する文化社
会学的アプローチを検討した。ウェルネス・コミ
ュニティの人びとの重視する代替医療を含むホリ
スティックな世界観や諸実践は，主流文化が直面
する問題への社会的異議申し立ての役割を担って
いることも視野に入れる必要がある。現代のテク
ノロジー，医療，統治に対する多くの人たちによ
る疑問や批判のなかには，裏づけのある情報に基
づいた，もっともな問題提起を含んでいるように
思われるからである。特に彼らがホリスティック

で持続可能な生き方や癒しを目指し，科学によっ
てその正当性が支持されている考えや実践を採用
している場合，そのような傾向が強いと言えるだ
ろう。今回のコロナ・パンデミックやワクチンに
関する科学的知見は，研究者によっても，また
刻々と変化する壮大な社会実験のステージによっ
ても大きく異なる。したがって，単純に誤情報を
広める陰謀論として切り捨てることができない論
点を多く含んでいる可能性も十分あると思われ
る。
　しかしながら，自らの信念体系の正当性を主張
する活動は，ときとして過激派による運動の多く
と共通する排他的な特徴をもつことになる。Ｑア
ノンを含むトランプ支持者たちによるアメリカ議
会議事堂侵入事件はその一例である。また反ワク
チンデモなどの陰謀論的スピリチュアリティに関
連する活動においても，信奉者は「本当の真実」
に通じていて，したがって主流派よりも賢明であ
ると確信している場合があると思われる。彼らは
自分たちが迫害されていると考え，最終的に自分
たちの正当性が証明されると信じ，ときには非合
法的な手段を用いる可能性のある点を見過ごして
はならない。
　現代スピリチュアリティ文化は個人化され，そ
の担い手たちは個人の自由意思に基づき，多様な
信念や実践のなかから選択して自らにふさわしい
ライフスタイルを構築してきた（伊藤 2021）。だ
からこそ，多くの人びとは個人の自由を脅かすコ
ロナ感染関連の社会統制に対して強く反発したの
である。今回のコロナ・パンデミックが発生する
以前のヨガ，瞑想，アーユルヴェーダなどを含む
スピリチュアリティ文化は，主流文化に溶け込
み，ウェルネス産業は多くの人たちにとっての消
費文化として理解されてきた（Jain 2014）。しか
し，当事者たちの重視する代替医療やその前提と
なる世界観が否定されたとき，その担い手たちの
一部は，一般社会の政策に強い抵抗を示すことに
なった。多くの人たちにとってのウェルネル・コ
ミュニティでの活動は，消費文化としてだけでは
捉えられない側面のあることが明らかとなったの
である。



愛知学院大学文学部　紀　要　第52号（2023）

12─　　─

　最後に，コロナ・パンデミックをめぐり多様な
物語が生じる現代社会の特徴について考察し，本
稿を締め括りたい。
　コロナ・パンデミックにおいて陰謀論が急増し
た要因や，そうした言説を逸脱的行為として扱う
かどうかなどについては，研究者によって見解の
大きく分かれるところである。しかし多くの社会
理論家たちは，現代の陰謀論（あるいは陰謀の理
論化）は，近代全体，あるいはポスト近代の社会
状況への応答なのだという点では一致している。
たとえば，カール・ポパーは，「開かれた社会」
に関する著作のなかで，社会の陰謀論を「宗教的
迷信が世俗化した典型的な結果」であると特徴づ
けた（Popper 2011 [1945]: 303）。より最近では，
ネフェスとロメロ =レチェは，陰謀論が増大す
る状況として，現代世界の合理化，世俗化，脱魔
術化の進展を挙げている。彼らは，これらの諸力
は「伝統的な世界観や信念を侵食し，科学による
暫定的手法や官僚制に基づく抽象的形式と置き換
えるが，社会的現実に究極の答えや意味を明確に
与えることはできない」と指摘する（Nefes and 
Romero-Reche 2020: 101）。いずれの立場において
も，陰謀論の発展には世俗化，すなわち伝統的世
界観や社会全体を包摂する宗教への信頼が失われ
てしまっていることが根本的な問題であると捉え
ているように思われる。
　陰謀論的スピリチュアリティを広義の宗教と捉
えると，本稿の議論の多くは現代宗教が直面する
価値観の多様化・相対化の問題として理解可能と
なる（Berger 1967）。現代社会において，人びと
の寛容度は高く，それが現代人の道徳的美徳でも
ある。多くの人びとは自分の宗教が正しいと主張
するよりも，宗教的相対主義を受け入れているよ
うに思われる。しかし，もしすべての信仰が平等
であるなら，私たちは何を信じるべきかをどうや
って決めればいいのかについては明らかではない
（Voas 2021）。
　2007年に刊行された大著『世俗の時代』にお
いて，チャールズ・テイラーは世俗化の３類型を
提示し，従来の世俗化論を大幅に更新する議論を
展開している。テイラーによれば，世俗性Ⅰは，

公共空間から宗教が撤退し，政教分離が進む状態
であり，世俗性Ⅱは，宗教的信条と実践の後退を
指す。これら２つの状況がこれまでの世俗化論の
多くの全体像であった。テイラーの議論の真骨頂
となる世俗性Ⅲは，「神信仰が挑戦を受けること
なく，まさに当たり前のものとして受け止められ
ていた社会から，さまざまな選択肢があるなかで
の１つの選択肢──しかもしばしば簡単には受容
できない選択肢──として受け止められるような
社会への移行」（2007=2020上 : 3）を指す。つま
り，神信仰が選択肢の１つとなること，言い換え
れば神を信じないこともまた同様に選択可能にな
ることを意味する。要するに，テイラーによる世
俗化の議論で重要なのは信仰する，しないではな
く，その信仰の条件の変容である。
　テイラーの論じる，さまざまな選択肢が存在
し，人びとはそのうちのどれかを選ぶという状況
は，まさにコロナ・パンデミックにおいて，主流
派のみでなく，それ以外にも複数の物語が存在し
ていることにつながる。
　テイラーは1960年代に，少なくとも北米とヨ
ーロッパにおいてある種の文化的変容が起きたと
考え，彼はそれを「本来性（authenticity）の時代」
と呼ぶ。本来性の文化とは，18世紀後半のロマ
ン派的表現主義とともに出現した生の理解を意味
する。その理解によれば，「各人は人間性を実現
する自分自身の方法を保持しており，自分自身の
あり方を発見しそれを生きることが重要である」
とする考え方である（Taylor 2007=2020: 560）。
この本来性の文化が大衆的なレベルで実現したの
が1960年代以降となる。一方で全体性を，他方
でスピリチュアルな深みに至る自分の道を発見す
ることを重視する本来性の倫理を，テイラーは肯
定的に論じている。しかし，私たち現代人にとっ
て，競合する複数の「正しい物語」のなかから自
分にふさわしい物語をたえず取捨選択しなければ
ならない日常は，かならずしも居心地のよいもの
とは限らない。
　この本来性の時代に生きる人びとは，自らの感
性によって本物だと響くものを選択して特定の信
念体系を構築することになる。その組み合わせは
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個人の感性に依拠するため，自己に絶大な信頼を
おく社会であるとも言える。しかしながら，自ら
の選択した信念体系（あるいはその不在）には，
他者への寛容さ，価値観の相対化も相まって，確
証がもてないことも受け入れるしかない。コロナ
禍での人びとの意味形成の仕方が異なり，ときと
して信念や実践方法が競合するのは，私たちが
「世俗の時代」を生きているからにほかならない
のである。
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